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シリコン切削くずの再利用
粉末状シリコンの表面修飾による

再資源化
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従来技術とその問題点

• 既に実用化されているものには、Si純度が
インゴットより低い太陽光パネルや合金添
加剤等で再利用されているが、卸価格低下
等に課題があり、Si切削くずの高付加価値
化までには至っていない。
• Siそのものは灰色であるために、黒色顔料
としての黒色度に不足している。
• 黒色度が改善しても、表面の親・疎水性が
調節できなければ、応用範囲が制限される。
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表面修飾の効果の例（撥水性の付与）
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新技術の特徴・従来技術との比較

• 従来技術の問題点であった、再資源化（高付加価
値化）の新たな手法を提案した。
• 従来は微粉化しても灰色であり、黒色度が劣って
いたが、黒酸化鉄とほぼ同等まで黒色度が向上し
たため、黒色顔料としての応用が可能となった。
• 本技術の適用により、Si粒子（黒色顔料）に撥水
性を付与できるため、応用範囲の拡大が期待され
る。
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想定される用途

• カーボンや四酸化三鉄と比べ、Si由来の高
い熱伝導性をもつ、放熱樹脂フィラー。

• 高い吸光度を生かした吸光用低反射塗料。

• 表面の親・疎水性を調整可能な顔料。
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実用化に向けた課題
• 安定的なSi切削くずの入手、被覆の量産が
未解決であり、原材料の安定供給が課題で
ある。

• 今後、粒子サイズが黒色度に及ぼす影響の
検討を行っていく。
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企業への期待

• 未解決の合成温度の低温化（水の沸点未満）
については、出発化学組成の変更により克服
できると考えている。
• 黒色顔料の応用について知見や技術を持つ、
企業との共同研究を希望。
• Si原料の製品（シリコンウェハ、太陽電池
等）を加工・製造し、Si切削くずを排出する
企業、Si切削くずの処理を行う企業には、環
境負荷低減として、本技術の導入が有効と思
われる。
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企業への貢献、PRポイント

• 本技術は切削くずのアップサイクルであるた
め、商品化することでより企業価値向上に貢
献できると考えている。
• 本技術の導入にあたり、合成温度の低温化
（少なくとも水の沸点未満）など追加実験を
行うことで、プロセスの低価格化が可能。
• 本格導入にあたっての技術指導等
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 :ケイ酸塩被覆体及びその製造方法
• 出願番号 :特願2022-134796
• 出願人 :信州大学
• 発明者 :岡田友彦、中内悠貴、浜崎紀子
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お問い合わせ先

株式会社信州TLO

ＴＥＬ 0268－25－5181
ＦＡＸ 0268－25－5188
e-mail info＠shinshu-tlo.co.jp


